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最新オフィス事例研究シリーズ
オフィスを経営の力に ！

29階フロア全景。
同じ部門内であれば、どこに座ってもいいフリースタイルを採用した。

隠れ打合せコーナーとして設置した背の低いロッカー。
上部をホワイトボードにし、メモ書きができるほか、
飲み物を置くために平らな部分を残して
インフォーマルなコミュニケーションを促進している。

書籍や雑誌を並べたライブラリー。
このエリアも自然な社員同士の
交流を生む重要なアイテムの一つとなっている。

29階のガラス張りの打合せルーム。
開放式で4人までのオープンルーム、
ガラス張りではあるが音が漏れないようにした6人用のルーム、
そして短時間の打合せ専用の60ミニッツの3種類を用意している。

30階の会議室。
明るい雰囲気で来社された方に
ウエルカムなイメージを強調することに成功している。

30階のミーティングルーム。
曲線を使ったガラス張りの空間は人の心がやすまる効果を与えている。

30階のセミナールーム。自社に会場を用意することで、
セミナー開始直前までのリアルな情報の提供を可能にした。

30階のカフェとラウンジ。あえてオフィスらしくないものを配置し、
自由にソフトドリンクを飲みながら、リラックスしての交流を促進している。

29階と30階を結ぶ内階段。
ここを核として自然にコミュニケーションが
取れる仕組みをつくっている。

内階段近くに配置された備品のデポジットとなっているキオスク。
ここでコミュニケーションを図る社員も少なくない。

ミーティングスペース「60ミニッツ」。
短時間で簡潔な打合せを推奨しているため、
砂時計があるほか、テーブルの高さを変えて
立ったままでの打合せを可能にした。

30階


